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商都上海における近代街区の形成過程と建築類型 
―上海最古の繁華街 
：福州路新建小区の初期里弄建築群を例に― 
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The block with the characteristic of "the oldest downtown in Shanghai" was selected as a subject area for 
research. I analyze a block formation process and a construction type. And while a peculiar spatial structure and 
social structure take what kind of connection, it considers having resulted in formation. It sets it as the purpose 
of this research to clarify one block formation pattern with which commerce and habitation were united. 
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１． はじめに 
中国上海市には、“里弄”と呼ばれる集合住宅が多く
存在している。里弄とは、その土地の伝統的住宅プラン
を用いた各戸が連続して複数の路地に接している棟割長
屋のことであり、アジアの近代的集合住宅のことである。
上海の里弄は、江南地域の伝統的住宅の特徴を平面構成
に取り入れている。里弄建築に関する研究は、1960 年代
初期から中国で始まり、主な文献には、建築科学院歴史
室編「上海里弄住宅調査研究」(1962 年)、王紹周その他
編「里弄建築」(1987 年)等がある。これらの文献は主に
里弄建築の発生や分布、建築的な特徴、構造、材料、構
法等に主眼点を置き、貴重なデータを収集した基本的な
研究と言える。このようにこれまでの既往研究では、里
弄を個体の建築タイプとして捉えて分析した研究や、ま
た、主弄と支弄と呼ばれる複数の路地で構成されるブロ
ックタイプとして分析した研究等が行われており、それ
らの研究では里弄そのものについてのみを詳細に述べて
いる。 
本研究では、里弄を都市の一要素として捉え、その上
で個々の里弄がどのようにして他の里弄や里弄以外の
様々な建築要素と共に一街区の中に組み込まれ、それら
が共存した街区が成立し都市として形成されてきたのか
について分析を行う。特に、そのようにして生み出され
た街区内の様々な建築と路地による空間構造と、街区利
用者による社会構造がどのような連関をとりながら形成
されているのかを明らかにしていく。このような視点で
分析された里弄建築研究はこれまで行われておらず、本
研究は里弄建築研究の新たな視点での試みの一環として、
意義をもつものと思われる。 
また、本研究では、近代の上海租界時代を研究対象年
代としており、上海市档案館に所蔵される一次資料であ
り、近年新たに資料公開が開始された、1867～1933 年の
地籍資料である上海公共租界工部局編「Shanghai land 
assessment schedule」及び、同年代の同じく上海公共租
界工部局編の道路拡張計画資料を基軸とした研究を行っ
ている。これらの資料は、当時の状況を詳細に知り得る
大変貴重な歴史的史料であるが、現状では十分な分析と
研究が行われていない。本研究でこれらの資料を用いた
分析による新たな見解を示すことにより、今後の研究に
新たな余地を見出し、提示することが出来ると考えられ
る。 
 
２． 研究目的・方法 
本研究では、現代上海をかたち造る近代街区の中で“上
海最古の繁華街”という特性を持った街区を研究対象地
として選定し、その独特の空間構造と社会構造がどのよ
うな連関を取りながら成立に至ったのか、街区形成過程
と建築類型を分析・考察することで、上海の近代街区と
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して特徴的な商・住一体となった 1 つの街区形成パター
ンを明らかにすることを目的としている。 
方法として、街区内の里弄と里弄に隣接する多様な建
築の商・住一体となった住まい方及び建築類型・路地構
造・開発過程から、それらが相互的に関わり合う街区全
体の構造・形成過程を読み解く。 
 
３． 各建築類型―現存する近代建築<実測資料>― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 各建築類型と建築用途 
 
2010 年実測資料より、新建小区内の現存する近代建築
は、図１のように複数の建築類型に分けることが出来る。 
主な街区構成としては、街区内部は、複数の建築タイ
プの異なる里弄によって、街区周囲は、同様に建築タイ
プの異なる店舗型住宅によって構成される。 
そして、1947 年の住宅地図より、それらの近代末期当
時の建築用途が分かる。 
新建小区には、単に“里弄”と言っても、多様な建築
タイプが複雑に混在している。そして、それらの用途は
里弄従来の‘住宅’に限らず、旅社や店舗、オフィス等
多様なかたちに転用されている。 
このことから、これらの里弄は、従来の里弄から、開
発に際して考慮されたであろう敷地形状、建築用途、開
発タイプ等の条件と需要に、柔軟に対応しながら、街区
を高密に、複雑に構成していることがわかった。また、
“里弄”自体に、様々な用途・条件にフレキシブルに対応
できるポテンシャルがあることが確認できた。 
そして、これらのそれぞれ異なった建築類型をもつ建
築は、独立して存在するのではなく、路地を介して、上
手く周囲の建築と連携を取りながら開発されているので
ある。 
 
４． 街区内社会構造―近代末期<2010,2011 年ヒア
リング資料>― 
新建小区内に近代末期頃から居住している方へのヒア
リング調査を、2010 及び 2011 年に行った。 
ヒアリングでは、この街区は大きく分けて江蘇旅社＋
里弄エリア、他旅社エリア、他旅社＋皇宮(上海)舞廰エ
リア、聚源坊エリア、(仁済医院、天安堂＋峻徳小学)、
の 4 つのコミュニティで構成されていたことがわかった。 
そして、前章から、それぞれの各エリアは街区内部で
は隣接しているものの内部からそれぞれのエリアにアク
セスすることは出来ずにエリアごとに完結している(一
度大通りに出てからでないと出入できない)ことがわか
る。このことから、それぞれのエリアはエリアごとにコ
ミュニティを形成してきたことが分かる。 
複数の建築タイプの建築個体が混在して開発され、
里・坊ができる。ヒアリングでは、その里・坊分けを中
心に、街区内の社会構造は、街区構造と連関を取って形
成されていたことが分かった。 
 
５． 近代街区形成―1845～1949 年<地籍・歴史的
地図・図面・写真資料>― 
（１）  継承される敷地割形成 ―地籍資料― 
図２より、運河に対して有効的に設定された 1849 年地
図時点の敷地割を基調として、その後道路の開発と共に
道路沿いから街区内の開発が活発化し、更地であった土
地が細分化されて敷地割が設定されたと考えられる。そ
して、1866 年時点で、街区内の敷地割構成はほぼ確定し
た。土地所有者は全て異国からの外国人となっている。 
通し記号 連棟or単体 階層数 天井(中庭)位置＜間口方向室数＞ ※その他 派生変形【変化箇所】
　Ａ　 連棟 2 コの字型 後方室数増 ⇒　Ａ´【Ｌ字型】
　Ｂ　 連棟 2 コの字型 ⇒　Ｂ´【Ｌ字型】，Ｂ´´
　Ｃ　 連棟 2 コの字型 ⇒　Ｃ´【Ｌ字型】，Ｃ´´【横入り】
　Ｄ　 連棟 2 コの字・横入り型 ⇒　Ｄ´【敷地分室数増】
　ｅ　 連棟 2 Ⅰ 字型 総天井面積≒室内面積
　ｆ　 連棟 2 コの字型
　ｇ　 連棟 2 コの字・横入り型
　ｈ　 連棟 2 コの字型
　ｉ　 連棟 2 コの字型 建築個体規模拡大・室数増
　ｊ　 連棟 2 コの字型 ⇒　ｊ´【敷地分室数増】
　ｋ　 連棟 2 コの字型
　ｌ　 連棟 2 コの字型
　ｍ　 単体 2 大量分散型
　ｎ　 連棟 4 中層 ―
　ｏ　 連棟 2 典型 ⇒　ｏ´，ｏ´´，ｏ´´´，ｏ´´´´
　ｐ　 連棟 4 中層・隅切り
　ｑ　 連棟 2 左右対称
　ｒ　 連棟 2 隅切り
　ｓ　 連棟 2 狭小面積(間口･奥行き:短)
　ｔ　 連棟 2 狭小面積(間口･奥行き:短)
　ｕ　 連棟 2 隅切り
　ⅴ　 単体 2 大型料理店
　ｗ　 単体 2 ダンスホール
　ⅹ　 単体 4 大口販売店
　ｙ　 単体 大規模病院
―
里弄建築
店舗型
住宅
建築
その他 ―
天井なし
天井なし
―
―
役割と利用者
旅舘/旅社/棧 旅館/倉庫兼旅館
対象地域へ訪れる上海外の商人のための中期・長期滞在型宿
泊兼倉庫施設（基本的に倉庫・運送業も兼ねる）で、滞在す
る商人の業種・滞在方法・滞在形態は多様で不特定である。
周辺地域の人々も訪れる公共的な場であるか、滞在者である
商人のみが訪れる私的な場であるかは、建築形態と路地構成
に依存している。
樓棲/園 舞廰/浴室 料亭/娯楽施設/大衆浴場
対象地域へ訪れる上海内・外の商人のための短期滞在型交流
施設・公共施設で、滞在する商人の業種・滞在方法・滞在形
態は多様で不特定である。
百貨/行　號　店　荘　局 大口販売/問屋・店・商店
対象地域で商売する商店・問屋・大口販売店。訪れる人々は
おそらく商人・対象地域で労働する人々であるが、街路沿い
連続型店舗の施設については人種・業種は多様で、里弄内部
の施設については訪れる人種・業種はある程度特定されてい
る。
公司/社/合作社 事務所、株式会社/組合/合作社
対象地域で運営する事務所・株式会社・組合・合作社で訪れ
る人々は施設で働く労働者及び、関連企業で働く労働者、交
渉に訪れる労働者のいずれかであり、ある程度限定されてい
る。
厰 工場
対象地域で運営する工場で、訪れる人々・業種は施設で働く
労働者及び、関連工場で働く労働者、工場で加工・製造され
た物品を運搬する運送労働者のいずれかであり、ある程度限
定されている。
記 経営者の記号、用途は不明 経営者の記号のみ継承された、業種・用途不明な施設であるが、訪れる人々・業種は限定されている。
？ 用途不明
施設用途
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図２ 地籍変遷 
 
その後はその敷地割を継承し、それを基調として、敷
地の合体と細分化が行われる中で、所有者が移り変わり、
街区内の再開発が行われたのだ。しかし、土地所有者が、
外国人であることは変わらなかった。 
最初の更地からの開発において、西洋人用の建築物の
形状・配置構成を想定して敷地が設定されたため、その
後 1850 年代後半以降、各敷地が各々徐々により有益な中
国人用の建築物(里弄の前身)の再開発へと移行した際に、
里弄を有効的に構成しづらい不自然な形状の敷地割構成
となってしまったと推測できる。各敷地ともほぼ方形の
敷地形状を持っているが、有効的に設計しづらいデッド
スペースとなり得る場所を持ち合わせている敷地も見ら
れる。また、そのような不規則な形状に割られていると
いうことは、路地も無駄な面積を要する複雑な構造にな
り得る。それにもかかわらず、そのような有益でない敷
地形状が継承され続けた背景には、繁華街という土地柄
が影響しているのではないか。その土地柄から地価が高
く、隣接する敷地を買収することが難しく、また、再開
発中に被るはずの収益が多大なためか、大規模開発によ
る敷地割構成の改変は行われずに継承され続けたのだと
考えられる。 
（２）  初期内部開発と繰り返される内部再開発変遷 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ 1866-1947 内部開発 
 
本項では、新建小区地番 435 を事例に論ずる。 
1866 年住宅地図から、図３のように、初期の開発では、
地番 435 は 3 つの里弄と、街路沿い店舗建築、そして更
地部分の未開発エリアに分けられる。3 つの里弄は、建
築タイプと路地の通し方が異なっており、別開発と考え
られる。しかし、 (１)で示したように、地番 435 は、
Cushny,Alexander の所有する土地であり、分割所有であ
った記録は存在しない。街区内の他の敷地に関しても同
様に、1 つの敷地内で複数の開発が見られるが、土地所
有は分割されていない。このことから、土地所有者が開
発権を分割して設けていたのではないかと推測できる。 
そして、その初期の開発後、数度の再開発を経て、1947
年の状態になっている。残された路地と再編された路地
があることから、地籍図上の敷地割を、この開発権によ
ってさらに分割した敷地割が継承されていた可能性があ
る。 
（３）  公共道路整備による街路沿い建築の改変  ―
道路拡張計画図＋建築計画図― 
本項では、新建小区地番 428 を事例に論ずる。 
地番 428 では、1910-1911 年拡張整備計画図に示され
る第一段階の道路拡張整備計画、つまり、街並みを整え、
需要に合わせた道路拡張を行う計画において、1907 年頃
と 1916 年頃の 2 段階に分けて実行し、建築の改変を行っ
たと考えられる。そして、1932 年拡張整備計画図に示さ
れる第 2 段階の道路拡張整備計画、つまり、交通循環の
大幅な向上・改善のために道路拡張を行う計画は見送ら
れ、結局実行されなかったことから、第 1 段階の計画時
に改変された建築が近代における最後の建築改変である
と考える。 
  
1867
Lot No. 借地人(Renter)
854 ―
237 Probst,Wm
815 Hogg,James
London Mission Society
Chinese Hospital Properties
61B Whittall,James
―
―
278 Cushny,Alexander
191 Barton,Alfred
61
62A
260
332
Mac Lean,John Lachlan
1933
Lot No. 借地人(Renter)
425
425A
425B
425C
425D
Lester,H.(estate)
Shanghai Land Investment Co
Lester,H.(estate)
Johnson,G.A.and Morriss,G
Johnson,G.A.and Morriss,G
428 Midland Investment Co.,Ltd.
429 Jardine,Matheson&Co.,Ltd.
430
430A
430B
Missionary　Society Corporation,London.
Poate,F.W.,Brown,T.C.,Pugh,E.and Wells,R.W.
Poate,F.W.,Brown,T.C.,Pugh,E.and Wells,R.W.
431 Poate,F.W.,Brown,T.C.,Pugh,E.and Wells,R.W.
432 McNeill,D.and Wright,G.H.
433 Aｔkinson＆Dallas,Ltd.
434 Hill,Mrs.L.M.,Miller,C.B.,Kempson,A.M.and Miller,F.G.
435 Aｔkinson＆Dallas,Ltd.
436 McNeill,D.and Wright,G.H.
426 McNeill,D.and Wright,G.H.
Lot No. (1864-66) 借地人(Renter)
425 293
426 294
427 295  Jardine,Matheson&Co
428 292 Sassoon.M.E
429 290,291 Evans,Mrs.Mary.Annie.
430 298 London Mission Society
431 298 Chinese Hospital Trustees.
432 297,299 Jardine,Matheson&Co
433 295 Cumine,C.,and Maitland,John.
434 296 Hill,Geo.B.
435 300 Cushny,Alexander
436 301 Barton,Alfred
1890-1892
Jardine,Matheson&Co
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この地番 428 の近代における最後の建築改変がどのよ
うなものであったかを示す資料が存在している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ 1866-1947 内部開発 
 
６． 結論 
これまで、既往研究において述べられるのは、“里弄
建築”という大枠で囲った個体建築タイプの特定の構成
パターンや、全体の路地構成パターン等に関するものの
みであった。 
しかし、“上海最古の繁華街”という特性を持った街
区におけるものではあるが、本研究において、1 つの街
区内には多様な建築・開発・用途タイプが存在し、“里
弄建築”も一定の変化ではなく、その土地や人々の条件
によって柔軟に様々な変化を遂げていることが分かった。 
複数の建築タイプで、高密に、複雑に構成された空間
構造を持つ研究対象地は、様々な目的を持った人々で溢
れ、常に活発に入れ替わる人の流れが街区内の社会構造
を形成していた。この独特なフレキシブルさを持った空
間構造と社会構造は、近代上海だからこそ生まれた特徴
であると言えるのではないか。 
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